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・令和４年度は、以下のような調査・活動を行いました。

① よい街とは何か？街づくりを現場から考える。

～どんな人が町・村おこしをしているか～、～桜山スタンプラリー～

② 名古屋市における子どもの居場所とその提案

③ 名古屋城の魅力を発信する

④ 名古屋の高校教育

⑤ 名古屋市での文化芸術活動環境

・活動成果については、学内で発表

会を実施しています。

・「地域連携参加型学習」は、経済学部・人文社会学部・芸術工学部の３学部の学生が学部の枠

を超えて、大都市名古屋の地域における現在の課題、中長期の課題とは何かを現場で学び、課

題とその解決策を考察することを目的として、平成 26年度から開講している科目です。

・学生が少人数グループに分かれて実際に地域に出て地域コミュニティと関わり、地域ニーズの

発見と実際の課題の解決をテーマに学習しています。

１ 概要

地域連携参加型学習

学生が教室から外に出て地域の課題
に触れ、地域の人々と触れ合いなが
ら、学んでいます

名古屋市との連携 平成 28 年３月 22 日作成

令和 ５年３月 31 日更新

地域団体等との連携

地域連携参加型学習発表会

企業との連携

２ 活動内容

３ 成果

経済学研究科  教授 藤田 菜々子
人間文化研究科 准教授 佐藤 美弥、准教授 谷口 由希子、
芸術工学研究科 准教授 フィルフォヴァ ネダ

教務企画室 kyoumu̲box@sec.nagoya‒cu.ac.jp
名古屋城総合事務所、名古屋市文
化振興事業団、名古屋市子ども青
少年局、まちプロデュース 等


